
       

           

日 時 ： 2007年12月8日（土） 13:30～16:30 

場 所 ： 三重県人権センター 多目的ホール 
三重県津市一身田大古曽693-1  電話059-233-5501 

 

情報提供   「ネオパレン1500ｍｌ製剤について」 株式会社大塚製薬工場 13:30～13:50 
開会の辞    藤田保健衛生大学医学部 外科学・緩和ケア講座 准教授 伊藤 彰博 先生 

セッションⅠ 一般演題 （テーマ：栄養管理実施加算とＮＳＴ活動の実際）  13:50～15:15 
 

司会   桑名市民病院 外科部長          寺邊 政宏 先生 

     藤田保健衛生大学七栗サナトリウム 薬剤部   二村 昭彦 先生 

 

１．「PPM-III 方式における栄養管理実施加算への対応」 
藤田保健衛生大学七栗サナトリウム 薬剤部 柴田 賢三 先生 

２．「当院における栄養管理実施加算の現状」 
桑名市民病院 看護部 久留 里子 先生 

３．「当院における栄養管理実施加算の現状」 
済生会松阪総合病院 管理栄養課 村林 由紀 先生 

４．「ＮＳＴ活動4年間の歩みと課題」 
津生協病院 栄養科 猪田 秀子 先生 

５．「入院時における栄養評価成績とその因子分析」 
尾鷲総合病院 栄養管理係 世古 容子 先生 

６．「当院における静脈リザーバー造設症例の現状」 
済生会松阪総合病院 薬剤部 川添 史 先生 

 

－ 休憩15:15～15:30 － 

セッション2 特別講演（市民公開講座）                            

15:30～16:30 

司会 藤田保健衛生大学医学部 外科学・緩和ケア講座 教授 東口 髙志 先生 

  『臨床栄養管理法における進歩と医療従事者の教育』 
近畿大学医学部 医学部長 大柳 治正 先生 

 

        

閉会の辞  藤田保健衛生大学医学部 外科学・緩和ケア講座 児玉 佳之先生 
 

当日、医療及び福祉関係者は参加費として1,000円を徴収させていただき、 

会場の運営費に充てさせていただきたいと思います(一般市民の方は無料です)。 

尚、本研究会参加者は日本静脈経腸栄養学会認定資格栄養サポートチーム 

専門療法士認定単位(5単位)・三重県病院薬剤師会生涯研修(1単位)の各単位が認定されます。 

  

 共催 三重NST研究会 株式会社大塚製薬工場 

 後援 日本静脈経腸栄養学会 三重県病院薬剤師会 


